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ご予約はこちらの
二次元コードでも！
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読書始めは、ぜひ沖縄県立図書館へ！

01 JAN, 2025

VOL.

２０２５年は、１月５日（日）から開館です！

図書館通信
と し ょ か ん つ う し ん

沖縄県立図書館

REPORT

９時～２０時開館します。

3階ホール

日時 令和7年1月12日（日）　14:00～15:30
場所 沖縄県立図書館　３Fホール

申込みは、放送大学沖縄学習センター、
もしくは右の二次元コードからも申込できます！

講師 大湾　知子氏（琉球大学准教授）

放送大学沖縄学習センター客員教員
による公開講演会 

テーマ「介護におけるアンガーマネジメント」

参加　無料、定員50名(事前申込)

申込先：放送大学沖縄学習センター

　　　　TEL：098-895-5952

　　　　メール：okinawa-h@ouj.ac.jp

2024年12月18日（水）より
オンライン利用者登録が
はじまりました！

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

沖縄県内に住所を有する方は、来館せずにオンラインでの手続きが
可能になりました。
手続きなど詳しくは、サービス案内ページのオンライン利用者登録
の項目をご確認ください。

こちらの二次元コード
からも詳細を見ること
ができます！

県立図書館へ行かなくても
利用者登録ができる！
便利～♬

がんピアキャラバン（相談会）
4階交流ルーム

沖縄県立図書館と沖縄地域統括相談支援センターの連携事業で、
ピアサポーターによるがんピアキャラバン（相談会）を開催します。
相談会とあわせて、当館3階では「がんピアサポート展」も
開催予定です。ぜひご来館ください。

日時：1月25日（土）　14 : 00～16 : 00
場所：4階交流ルーム

参加：無料、予約不要（当日先着受付)

REPORT 学校図書館訪問を行いました！

沖縄県立図書館では、学校図書館支援を行っております。
12月は、以下の学校図書館を訪ね、学校図書館長の校長先生、
図書館担当、学校司書の先生方にお話を伺ったり、子どもたちと
ワークショップを楽しんだりしました。

12月11日（水）竹富町立黒島小中学校
プロジェクターとスクリーンが常設され、メディアを活かした学び
ができる図書室になっていました。「空とぶ図書館 in 黒島」での移
動図書館にも、全校生徒で訪れていただきました。

上記の期間に訪問した3校で「クリスマスに本を贈ろう」というテー
マで、児童生徒とおすすめ本の紹介カードを作成しました。家族や
先生、お友達に向けて、素敵なカードを仕上げてくれました。

12月12日（木）久米島町立清水小学校

12月13日（金）久米島町立仲里小学校

　　　　　　　 久米島町立久米島西中学校

12月19日（木）沖縄県立向陽高等学校
沖縄県立図書館の本を高校生たちに手に取ってもらうには、どのよ
うな工夫が必要か、というヒントをいただきました。

EVENT 親子向け　おきなわのおはなし会
3階ホール

日時：1月13日（月）　14 : 00～14 : 50

講師：さどやん氏 場所：3階ホール

沖縄の紙芝居屋 さどやん先生をお招きして、
親子で楽しめる沖縄のおはなしを行います。
ぜひお越しください！

観覧無料です！

EVENT 素敵なおはなし会
おはなしの森

定例おはなし会　
 1月16日（木）　10 : 30～11 : 00

1月17日（金） 10：30～11：30
沖縄文庫連と県立図書館員によるおはなし会です。
今月は、「韓国語」です！　　　

せかい の えほん 読み聞かせ会

「えいご」でおはなし会
1月23日（木） 10：30～11：00

沖縄児童英語研究会による「えいご（英語）」のおはなし会です。

どなたでも無料で参加でき
ます！
お待ちしております～！



子どもの本一般図書

新着図書紹介

郷土本

ここで紹介している新着図書は一部です。まだまだ あるので、ぜひご来館ください！

別置記号「J」

別置記号「K」

『注文の多すぎる患者たち　
ー野生動物たちの知られざる診療カルテー』

タランチュラをMRIにかけ、クマに脳外科手術を行い、
サメに麻酔し、ゴリラにペースメーカーを植え込む…。
野生動物外科の世界的権威が、世界中の野生の地や保護
区をめぐって動物たちを治療し、野生に帰すまでの様子
を綴る。　
（TRC図書館流通センターより）

一冊紹介！



1月の展示 撮影できる展示とできない展示があります。
館内撮影には事前申請が必要です。



0歳～5歳

利用案内
 開館時間：9時～20時（以下の休館日を除く）
 休館日：毎週火曜日、年末年始、特別整理期間
 ※図書館専用の無料駐車場はございません。
 お車でお越しの際は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

来館される皆様へのお願い
・館内では飲食禁止です。飴・ガム・チョコレートなども持ち込みはお断りしています。
    倒れても、中身がこぼれない容器に入れた飲み物は持ち込みが可能です。
・携帯電話やスマートフォンはマナーモードに設定し、通話は4階・5階にある
　館内電話ボックスをご利用ください。
・館内は撮影禁止です。撮影はお控えください。

ら

だより
ちゃわ　びん ～

著者

出版社

『ともだちになって』

まつおか　たつひで／さく・え

ポプラ社

資料ID

2000727269

著者

『みりょくのみ　―ヘビ年のひとの絵本－』

五味　太郎／作 クレヨンハウス
0歳～５歳

沖縄なんでもQ＆A
このコーナーでは沖縄県立図書館に寄せられたお問い合わせ（調査・相談、レファレンス）の一部をご紹介します。 

Q. 戦前の沖縄で、バスが木炭で走っていたのは本当？
No.160 (郷土資料レファレンス事例)

A.   本当です。1938（昭和13）年から1945（昭和20）年まで、沖
縄では木炭を燃料に使ったバスが運行していました。
1937（昭和12）年の盧溝橋事件を発端に、日本は中国との戦争に突
入しました。ガソリンは節約規正の対象となり、1938（昭和13）年
3月7日に揮発油及重油販売取締規則（商工省令第8号）が公布されま
した。この規則の施行により、使用を制限せざるを得なくなったガソ
リンを節約するために、同年5月27日、沖縄県保安課は自動車業者と
協議し、貨物自動車及び大型バスを木炭自動車化すると決定しまし
た。
木炭自動車というのは、ガス発生炉で木炭を燃やして可燃性ガス（一
酸化炭素と水素）を作り、代用燃料とする自動車のことです。ガソリ
ン自動車にガス発生炉を設置するだけでガソリン車のエンジン機関を
利用することが可能でした。この時、新垣バス、東バス、昭和バス等
がガス発生炉の導入を申し合わせ、沖縄県保安課は購入予定の新車を
木炭自動車に変更しました。
1939（昭和14）年2月4日及び7月26日、国はバスの所有台数に応じ
た割合で代用燃料車に転換するよう通牒を出しました。これを受けて
同年8月10日、沖縄県保安課は、県内のバス会社と再度協議を行な
い、木炭自動車への転換割合を定めました。ガス発生炉の設置には、
商工省（現在の経済産業省）から奨励金が出たこともあり、各バス会
社の木炭バスへの転換が順次進んでいきました。しかし、木炭バスは
馬力が低かったため、坂道では立ち往生して乗客が後押しすることも
あったようです。木炭が不足してくると、薪を利用した薪バスも登場
しました。
　1941（昭和16）年8月1日、アメリカは対日石油輸出禁止を発表。
同年8月7日付の鉄道省監督局長からの通牒「石油消費規正強化ニ伴
フ旅客自動車事業等ノ処置ニ関スル件」においてガソリンの使用が貨
物自動車に限定されたことにより、同年9月以降バスを含む旅客自動
車は、全て代用燃料車になりました。（横山）

令和7年(2025年)1月発行　第193号
〒900-0021 沖縄県那覇市泉崎1-20-1 カフーナ旭橋Ａ街区
TEL：098-894-5858（代表）

資料ID 106096240

出版年　2007.8

出版年　2007.6

小学3～4年生
『シン・動物ガチンコ対決　

毒牙一撃ガラガラヘビvs強蹴百発ヘビクイワシ』

資料ID 1010192472
著者 ジェリー・パロッタ／著，ロブ・ボルスター／絵，大西 昧／訳　　

出版社 鈴木出版 出版年　2023.21

あけましておめでとうございます。
今年も色んな絵本、子どもの本の情報をお届けしていきますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
さて、今月紹介するのは…2025年の干支にちなんで「へび」が登場する本です！
へびが主役のものがたりや、生態について知る本も。

なんでみんな、ぼくを怖がるのかな? 「そうだ、や
さしいへびになろう!」 へびくんは、みんなと友だ
ちになりたくって、すべりだいになったり、なわと
びになったり…。友だちたくさんできるかな?　　
(TRC図書館流通センターより)

内容

出版社

内容 ヘビ年生まれのひとは、注意深くて、知恵にあふれ、かなりのがんこ者…!? 
12の干支の動物たちが主人公の絵本。　(TRC図書館流通センターより)

内容 毒をもつガラガラヘビと、鋭いくちばしやかぎ爪をもつヘビクイワシが戦ったら、勝つの
はどちら? すんでいるところ、食べもの…。ガラガラヘビとヘビクイワシの生態や特徴を
豊富な図版で紹介し、両者のガチンコ対決を描く。　(TRC図書館流通センターより)
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